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今号の主な内容

特集「一般会計決算の状況をお知らせします」

平成28年度清瀬市総合防災訓練について

一斉清掃にご参加ください
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 お知らせ～information

　

清
瀬
に
ゆ
か
り
の
深
い
俳
人
・
石
田

波
郷
の
名
前
を
冠
に
頂
い
た
俳
句
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

①
表
彰
式
・
講
評

日
時　

10
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

＝
ジ
ュ
ニ
ア
の
部（
小
学
生
の
部
・
中

学
生
の
部
）、
午
後
２
時
～
４
時
＝
一

般
の
部（
石
田
波
郷
賞
・
石
田
波
郷
新

人
賞
）

②
講
演
会

日
時
　
10
月
30
日
㈰
午
後
１
時
～
１
時

50
分（
予
定
）

講
師　

小
川
軽け

い

舟し
ゅ
う

氏（「
鷹
」主
催
）　

場
所　

①
②
と
も
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

③
展
示

　
石
田
波
郷
の
年
譜
・
自
筆
の
俳
句
色

紙
・
昭
和
20
年
代
の
清
瀬
の
写
真
な
ど

の
波
郷
ゆ
か
り
の
品
々
や
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
の
入
選
句
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
㈫
～
30
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
５
時

場
所　

ク
レ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
ク
レ
ア

ビ
ル
４
階
）

※
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
495

・
７
０
０
１

　
45
回
目
を
数
え
る「
清
瀬
市
市
民
文
化
祭
」を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

第
八
回

石
いし

田
だ

波
は

郷
きょう

（大正２年３月 18 日～昭和 44 年 11 月 21 日）
　昭和を代表する俳人の一人。作品には、清瀬の国立東京
療養所（現東京病院）での病床体験から療養俳句の金字塔
といわれる句集『惜命』、四季の自然の豊かさをつづった随
筆集『清瀬村』がある。清瀬中学校の校歌の作詞者として
も知られる。

表
彰
式
・
講
評
・
講
演
会
＝
10
月
30
日
㈰

展
示
＝
10
月
25
日
㈫
～
10
月
30
日
㈰

日 会場 展示団体名など

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

清瀬
けやき
ホール

盆栽水石　清石会

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

清瀬市華道連盟
清瀬茶道連盟

清瀬絵手紙連盟
きよせ川柳会

かな書道　海の会
木彫　紫陽会

しゅんこう和紙ちぎり絵
清瀬郷土研究会

清瀬フォトクラブ

郷土

博物館

編み物・手芸・草拓生
活雑貨・書創作本版画・

陶芸・木彫・折り紙
（一般参加）

日 会場 出演団体名

11
月
５
日
㈯

清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

清瀬市大正琴同好会
清瀬市民謡連盟

式典
清明ソーラン

「みどりの風」
清瀬市吟剣詩舞道連盟
清瀬市フラダンス連盟

東京松浪會
カントリーダンス

ＴＫステップ

６
日
㈰

清瀬市吟剣詩舞道連盟
ウクレレサークル

ポエポエ
清瀬おけさ会

清瀬市フラダンス連盟
キヨセマジッククラブ

日 会場 団体名

11月5 日
㈯・6 日
㈰

清
瀬
け
や

き
ホ
ー
ル

清瀬市囲碁連盟

清瀬市将棋愛好会

第
45
回
清
瀬
市
市
民
文
化
祭

日
時
　
展
示
・
大
会
部
門
＝
11
月
５
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
５
時
・
６
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
舞

台
部
門
＝
11
月
５
日
㈯
午
前
11
時
～
午
後
５
時
・
６

日
㈰
午
前
11
時
～
午
後
３
時
10
分

※
直
接
会
場
へ
。
場
所
・
出
演
団
体
は
左
表
参
照
。

※
詳
し
く
は
、
市

内
公
共
施
設
で
配

布
し
て
い
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

清
瀬
市

文
化
協
会
・
柳
井

☎
493
・
１
８
６
８

舞台部門 展示部門

大会部門

展示作品（昨年）

石
田
波
郷
と
江
東
区
砂
町

　
波
郷
は
昭
和
21
年
か
ら
約
12
年
間

江
東
区
に
住
み
、当
時
の
様
子
を「
焦

土
諷
詠
」と
し
て
多
く
の
俳
句
に
詠

み
ま
し
た
。
清
瀬
に
あ
る
国
立
東
京

療
養
所
に
は
そ
の
間
入
院
を
し
、
当

市
で
も
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
ま

す
。

　

波
郷
と
関
わ
り
の
深
い
江
東
区
砂

町
に
は
、
石
田
波
郷
記
念
館
が
開
設

さ
れ
、
多
く
の
遺
品
・
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

賑わいをみせる砂町銀座商店街

石
田
波
郷
俳
句
大
会石田波郷記念館

　　生前の愛用品や肖像画など

住所　江東区北砂 5-1-7 江東区砂町文化セ
ンター２階
電話　03-3640-1751
休館日　毎月第１・３月曜日、年末、年始
開館時間　午前９時から午後９時
※入館料は無料。

直筆の原稿石田波郷記念館

　　第５回　図書館読書交流会　
　「清瀬市の歴史と文化

～地域資料から清瀬を学ぶ～」

清瀬市歴史・文化双書

　今年郷土博物
館から刊行され
た「清瀬市歴史
・文化双書２　
清瀬の年中行事
と方言」を中心
に、郷土博物館
学芸員が清瀬の
文化・民俗につ
いて紹介します。
対象　市内在住の中学生以上の方。先着15
人
日時　11月12日㈯午前10時30分～正午
場所　中央図書館
申込み・問合せ　10月18日の午前10時～午
後５時（水・木は午後７時）から直接カウン
ターまたは電話で中央図書館☎493・4326
へ（月曜日・祝日休館）

　
９
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
開
催
さ

れ
、
今
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
清

瀬
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算

な
ど
の
市
長
提
出
議
案
15
件
が
審
議
の

結
果
、
認
定
・
可
決
・
承
認
等
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
議
案
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

■
平
成
27
年
度
清
瀬
市
一
般
会
計
決
算

に
つ
い
て
は
４
・
５
面
特
集
に
掲
載

■
清
瀬
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
・
健
康
・

介
護
予
防
な
ど
増
大
す
る
地
域
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
会

議
室
２(

72
平
方
㍍)

を
一
般
貸
出
施
設

か
ら
、
月
単
位
施
設
に
改
め
、
審
査
を

受
け
た
活
動
団
体
が
優
先
的
に
使
用
で

き
る
よ
う
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
清
瀬
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

　

委
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
等
の
条
例

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
出

方
法
を
こ
れ
ま
で
の
選
挙
と
選
任
に
よ

る
方
法
か
ら
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
任
命
す
る
方
法
に
改
め
、
併
せ
て

清
瀬
市
農
業
振
興
委
員
の
設
置
及
び
運

営
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

施
行
日
は
、
現
在
の
農
業
委
員
会
委
員

及
び
農
業
振
興
委
員
の
任
期
満
了
後
の

平
成
29
年
７
月
20
日
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
　
議
会
事
務
局
議
事
係
☎
497
・

２
５
６
７

平
成
28
年
第
３
回 

　市の行政防災無線
の放送内容（定時放
送を除く最新情報１
件 ）を ☎042-495-
7070で聞くことがで
きます。聞き取れな
かったときなど、ぜ
ひご利用ください。

防災行政無線は電話
で確認できます

石田波郷記念館蔵

定

例

市

議

会



228・10・15
　

大
林
組
技
術
研
究
所
が
清
瀬
の
小
学
生
た
ち

の
想
像
力
・
創
造
力
を
と
ん
で
も
な
く
引
っ
張

り
出
し
て
く
れ
て
、
感
謝
こ
の
う
え
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
数
々
の
絵
が
輝
い

て
い
ま
す
。
こ
の
夏
に
、
市
内
小
学
生
を
対
象

に
募
集
さ
れ
た「
大
林
組
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０

１
６
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
～
技
術
研
究
所
開
所
50

周
年
記
念
行
事
～
」の
作
品
で
す
。
テ
ー
マ
は

『
私
た
ち
が
住
み
た
い
未
来
の
ま
ち
』。「
こ
ん

な
ま
ち
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
、【
未

来
の
ま
ち
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
絵
で
表
現

し
て
く
だ
さ
い
】と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
「
災
害
の
な
い
プ
ロ
ペ
ラ
空
中
都
市
」「
み
ん

な
で
く
ら
そ
う
！　

ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
」「
う

ち
ゅ
う
ま
で
つ
な
が
る
と
う
め
い
ト
ン
ネ
ル
」

「
ゆ
れ
な
い
町
」
な
ど
な
ど
、
約
700
点
が
研
究

所
に
飾
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
、
パ
ワ
ー
が

迫
り
来
て
と
て
も
気
持
ち
よ
く
、圧
巻
で
し
た
。

　

こ
れ
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

夢
の
ま
た
夢
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
大
構
想

す
る
大
林
組
の
技
術
進
化
追
求
魂
が
子
ど
も
た

ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
本
気
に
さ
せ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
本
物
は
本
物
、
以
心

伝
心
で
す
。改
め
て
技
術
研
究
所
に
感
謝
で
す
。

　

さ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
本
気
を
引
っ
張
り
出

し
て
い
る
石
田
波
郷
俳
句
大
会
も
今
年
で
８
回

目
を
迎
え
ま
す
。
応
募
句
数
が
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
何
と
８
千
句
を
超
え
た
そ
う
で
す
。
市
外

か
ら
の
句
数
も
約
35
％
と
な
り
、
俳
句
人
気
が

市
内
外
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
第
８
回
で
す
か

ら
、
私
も
今
年
は
気
合
い
を
入
れ
て
20
句
を
投

句
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
私
に
呼
応
し
て
く
れ
た
Ｋ
Ｓ
さ
ん

が
、
先
週
中
里
の
敬
老
大
会
で
詩
を
よ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。【
秋
風
に　

ま
だ
ま
だ
咲
い
て
い

る　

猿
す
べ
り
の
花　

私
も
負
け
ず
に
咲
か
そ

う　

も
う
す
ぐ
喜
寿
の
老
花
を
】。
片
隅
に「
四

つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大
隅
教
授
も
、
四

つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
見
つ
け
る
の
が
得
意
と

の
こ
と
。
前
向
き
精
神
の
以
心
伝
心
で
す
。

　

そ
し
て
10
月
３
日
、
国
際
結
核
研
修
の
秋
の

開
校
式
に
出
席
し
ま
し
た
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、

ケ
ニ
ア
、
リ
ベ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
４
か
国

８
人
の
先
生
方
で
す
。
私
は
今
年
６
月
に
い
た

だ
い
た
ザ
ン
ビ
ア
の
布
で
作
っ
た
半
纏
と
ズ
ボ

ン
を
は
い
て
い
き
ま
し
た
。
式
終
了
後
早
速
、

ケ
ニ
ア
の
先
生
か
ら
一
緒
に
写
真
を
撮
ら
せ
て

く
だ
さ
い
と
頼
ま
れ
た
の
が
こ
の
写
真
。
そ
し

て
、
順
番
に
全
員
と
撮
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
以
心
伝
心
、
感
じ
て
応
じ
て
道
交
じ

り
合
い
、「
手
を
つ
な
ぎ　

心
を
つ
む
ぐ　

み

ど
り
の
清
瀬
」で
す
。

清
瀬
市
長

小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

●
ヤ
ド
カ
リ
に
負
け
ず
に
か
ら
を
か
え
て
い
く
　
　
　
　
　
四
中
一
年
　
土
田
花
菜

　（
評
）「
ヤ
ド
カ
リ
」
は
、「
ご
う
な
」
と
も
言
い
、春
の
季
語
。
漢
字
表
記
は
「
寄
居
虫
」
と
な
る
が
、

虫
で
は
な
く
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
エ
ビ
や
カ
ニ
の
仲
間
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
た
ご
存
じ
の
よ
う
に

巻
き
貝
の
貝
殻
に
入
っ
て
生
活
を
す
る
。
ま
さ
に
「
宿
借
り
」
の
姿
で
、
成
長
に
従
っ
て
貝
殻
も

大
き
い
も
の
に
替
え
る
。
自
分
も
そ
の
よ
う
に
あ
り
た
い
、
と
。
希
望
の
あ
る
、
春
ら
し
い
一
句
。

●
夕
立
に
途
方
に
く
れ
た
通
信
簿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
中
一
年
　
清
水
康
平

　
（
評
）「
夕
立
」
は
、
夏
の
代
表
的
な
季
語
の
一
つ
。
夏
の
夕
方
、
急
に
曇
っ
て
き
た
か
と
思
う
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
激
し
い
大
粒
の
雨
が
降
り
、
と
き
に
雷
を
伴
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
突
然
」
感

の
あ
る
現
象
で
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
、雨
用
意
が
な
く
途
方
に
く
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
句
で
は
、

思
い
も
か
け
ぬ
成
績
表
を
手
に
し
た
と
き
の
感
じ
を
夕
立
に
託
し
て
、
成
功
し
た
。

●
タ
ン
ポ
ポ
が
居
場
所
探
し
に
空
を
舞
う
　
　
　
　
　
　
　
五
中
二
年
　
本
道
祥
太

　
（
評
）「
タ
ン
ポ
ポ
」
は
、
春
の
草
花
を
代
表
す
る
季
語
で
、
俳
句
に
も
多
く
詠
ま
れ
て
お
り
、
日
本

中
で
見
ら
れ
る
実
際
の
親
し
さ
と
と
も
に
、た
ん
ぽ
ぽ
、と
い
う
音
感
も
好
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
な
か
で
、こ
の
句
の
場
合
は
、い
わ
ゆ
る
た
ん
ぽ
ぽ
の
絮わ

た
を
詠
む
。
空
中
を
流
れ
る
様
子
を「
擬

人
法
」で
中
七
に
し
た
。「
擬
人
法
」は
、独ひ

と
り
よ
が
り
に
な
ら
な
け
れ
ば
有
効
な
詩
の
技
法
と
な
る
。

※
今
回
の
俳
句
は「
第
７
回
石
田
波
郷
俳
句
大
会
」ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
入
選
作
か
ら
。

　９月14日、コミュニティプラザひまわりで、「平成28年度自衛消防訓
練審査会」が行われました。審査会では、22か所の事業所から28隊が参
加し、地震により火災が発生したとの想定による行動などについて、技
術を競い合いました。今回入賞した事業所（チーム）は下表のとおりです。

　９月10日に、清瀬けやきホールで、「第23回子どもたちからの人権メ
ッセージ発表会」（多摩東人権啓発活動地域ネットワーク協議会・東京
法務局府中支局・清瀬市主催）が開催されました。
　この発表会は、東京法務局府中支局管内13市の小学4～6年生が学校
生活などで得た体験を題材にし、人権メッセージを考えることで自分自身
や友達の大切さに気づき、人権を身近に感じることを目的としています。
　清瀬市からは、髙𣘺陽之さん（四小６年）が「ぼくの家族」、上野裕貴
さん（七小6年）が「しんらいされる人になりたい」、アンダーランド・
ジェイダさん（東星学園小6年）が「大切にしたい人権」、宮澤大地さん（三
小5年）が「いじめはいけない」をテーマにメッセージを発表しました。
　また、司会は清明小6年工藤直也さん・吉田真海菜さんが、舞台係は
同じく清明小6年の矢田空大さん・舩瀨遼脩さんが務め、アトラクショ
ンとして十小の生徒による合唱も行われました。
　当日は、市内外から大勢の方にお越しいただき、人権について考えて
もらう機会となりました。

　身近なイベントや、まちかどの話題を
皆さんから募集しています。

各事業所が競い合う「平成 28 年度自衛消防訓練審査会」

小 学 生 に よ る「 第23回 人 権 メ ッ セ ー ジ 発 表 会 」

訓練の成果を発揮する隊員の皆さん

臨
時
職
員
募
集

種別 表彰 事業所（チーム名）

１
号
消
火
栓

男子隊の部
優勝 清瀬リハビリテーション病院B
準優勝 日本サーモスタット株式会社A
準優勝 清瀬市役所

女子隊の部 優勝 清瀬市役所
混成隊の部 優勝 清瀬市役所

２
号
消
火
栓

男子隊の部 優勝 特別養護老人ホーム上宮園
準優勝 救世軍自省館

女子隊の部 優勝 信愛病院
準優勝 中清戸保育園

混成隊の部 優勝 東京病院
準優勝 しんあい清戸の里

村野健
石井博樹
山下浩文
五野上健太郎
田村公治
市瀬文子
齋藤寛子
市川冷子

安田要（製麺業）
戸口秋男（鉄工業）
松村保喜（造園技師）

山下一男（建築士）
金子保（農業従事者）

増田弘（農業従事者）
並木紀子（美容師）

鈴木博子
田島通夫
佐藤美枝子
深野幸男
澁谷秀夫
岩﨑敬司
石田仞
井上隆支

清水かね子
小松翠
ボランティアグル
ープ喫茶みやび
清瀬美術家懇話会
はたおり伝承の会
清瀬管弦楽団
笹生かをり

平塚信敏
大塚弘枝
水村史郎
ニッセイロール
ペーパー株式会
社
青梅信用金庫

■市民表彰

■技能功労彰

市に貢献された方々の表彰式を行いました
　10月１日、アミューホールで「市民表彰」及び「技能功労彰」の表彰が
行われ、市民表彰22人・6団体、技能功労彰7人の方が表彰されました。
表彰者は次のとおりです。（敬称略・順不同）

表
彰
さ
れ
た
方
々
と
渋
谷
市
長（
前
列

中
央
）ほ
か

　地域包括ケアシステムの構築に向けた医療と介護の連携のあり
方について、地域医療に従事している医師と清瀬市内の医療・福
祉系の三大学（日本社会事業大学・明治薬科大学・国立看護大学校）
と行政がパネルディスカッションを行います。在宅医療・介護に
ついて関心がある方ならどなたでも参加可能です。先着180人。
日時　１１月１６日㈬午後１時３０分～４時（午後１時より受け付け）
場所　アミューホール
内容（予定）　①講演『清瀬市が取り組む地域包括ケアシステム』：
平野功氏（一般社団法人清瀬市医師会会長/清瀬市医療・介護連
携推進協議会会長）②パネルディスカッション：各大学、清瀬市
から各１人登壇し参加者の疑問にお答えします。
主催　清瀬市大学連携推進協議会
申込み・問合せ　直接窓口または市内公共施設などに置いてある
申込み用紙からファクス・はがき（記入事項は申込み用紙を参照）、
市ホームページ、電話で企画課企画調整担当☎497・1802へ

市と市内三大学連携事業『清瀬アカデミア』 開催

人権メッセージを発表された皆さん。清瀬市からは髙𣘺さん（写真前列右）・上野さん（前
列左から 5番目）・アンダーランドさん（中列右から 4番目）・宮澤さん（後列左から 3番目）
が発表を行い、工藤さん（後列左から２番目）・吉田さん（後列左）が司会を、矢田さん（前
列左から 3番目）・舩瀨さん（中列左から２番目）が舞台係を務めました。

資格　管理栄養士、若干名
勤務日時・場所　月２・３日程度、健康推進課勤務
申込み・問合せ　10月17日から31日までの平日午前８時30分～
午後５時に市ホームページからダウンロードできる臨時職員登
録申込書に必要事項を記入し、10月31日（郵送は必着）までに
資格を証明するものの写しを添えて、直接窓口または郵送で健
康推進課保健サービス係☎497・２０７７へ
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清瀬市総合防災訓練
10月23日㈰午前10時～正午（予定　※会場によって時間は異なります）
清瀬市役所会場（災害医療救護訓練）　清瀬小学校会場（学校避難所開設・運営訓練）　清瀬駅南口会場（災害時の延焼火災対策）

　10月23日㈰、市内の３会場で総合防災訓練を実施しま
す。清瀬市役所会場で行う「災害医療救護訓練」、清瀬
小学校会場で行う「学校避難所開設・運営訓練」は、市
報10月１日号で詳しく紹介しました。今回は、清瀬駅南
口周辺会場で行う「災害時の延焼火災対策訓練」につい
て紹介します。問合せ　防犯防災課防災係☎497・1847

「もしも」に備えて、ぜひご参加を！

日時

場所

▪訓練内容
①道路からの車両
　移動・車内に閉
　じ込められた人
　の救助救出
②救助犬による救
　助演習

清瀬消防署エリア①

▪訓練内容
救助・救出訓練・
体験

▪受付
　ご来場の際は、まず受付にお越し
ください。スタンプラリーカードを
お渡しします。その後各種訓練・体
験をしてスタンプを集めたら、受付
にて参加記念品をお渡しします。
▪広報・展示ブース
清瀬消防署・東村山警察署・自衛隊
などの広報・展示。
▪感震ブレーカー配布受付コーナー
　感震ブレーカーなどの申請におい
ては、対象条件がありますので、身
分証明書（運転免許証や健康保険証
など）のコピーを持参し、申請して
ください。（先着200人）

参加記念品
（予定）

清瀬消防署エリア②
▪訓練内容
①煙体験コーナー
②応急救護体験コーナー

清瀬消防署
エリア③

▪訓練内容
初期消火体験コーナ
ー（消火器・Ｄ級可
搬ポンプ・スタンド
パイプ）

清瀬消防署エリア④
消防車展示
清瀬市消防団車両展示

▪緊急車両待機位置
清瀬消防署、清瀬市
消防団など

受付、広報・展示エリア

東村山警察署エリア

　清瀬駅南口周辺会場では、
駅南口先にある片側１車線の
道路を通行止めにして訓練会
場とし、さまざまな体験型訓
練などを実施します。
　訓練内容は、救助訓練（倒
壊した建物からの救助方法な
ど）、煙体験、応急救護訓練
（AEDや心肺蘇生など）、初期
消火訓練（消火器、可搬ポン
プなどを使用し実際の水を出
しての消火訓練）、車内閉じ
込めからの救助、救助犬の活
動、消防車両などの見学とい
ったことを行います。
　スタンプラリーも実施し、
いくつかの訓練を体験した方
に、備蓄食糧をお配りする予
定です。
　あわせて、昭和５６年５月以
前の木造住宅にお住まいの方
を対象とした簡易感震ブレー
カー（地震発生時に自動的に
電気の供給を遮断するため、
分電盤のスイッチに接続する
もの）を先着２００人に配布し
ます。感震ブレーカーの配布
受付コーナーは、清瀬市役所
会場にも設置します。防災訓
練にぜひご参加ください。

　

昨
今
、異
常
気
象
に
よ
る
被
害
が
増
大
し
、

ま
た
大
地
震
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。日
本
各
地
で
も
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
が
多

発
し
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
惨
状
が
生
々
し
く
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
か
遠
く
で
起
き

て
い
る
こ
と
で
、
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
夏
、
市
内
で
も
台
風
に
よ
る
大

雨
で
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
、
自
分
自
身
も
災

害
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
緊
張
感

を
味
わ
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
直
後
の

恐
怖
心
が
薄
れ
、「
今
ま
で
被
害
に
あ
っ
て

い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」と
い
う
考
え
を
、
改

め
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
備
蓄
し
て
お
く
べ
き
物
や
非

常
用
持
ち
出
し
袋
の
準
備
、
避
難
の
仕
方
な

ど
防
災
ブ
ッ
ク
・
防
災
マ
ッ
プ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

果
た
し
て
実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
、
正
し

い
判
断
を
し
、
冷
静
に
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。「
い
ざ
」と
い
う
時
の
た

め
に
、
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
非
常
時
に
慌

て
ず
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
避
難
所
で

の
生
活
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
体
験
し

て
お
く
の
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　住宅火災による死亡者のうち、高齢者の占める割合が
高くなっています。火災から尊い命を守るために、日ご
ろから火災に対する備えをしましょう。
　これからの季節は、たばこやストーブ、コンロなどか
らの火災が増加します。寝たばこは絶対にしない、スト
ーブの周りに物は置かない、外出・就寝前には必ずスト
－ブを消す、コンロを使う際は点火・消火を必ず確かめ
る、袖や体が火に触れないようにする、などといった対
策を行い、火災原因を発生させないように心がけましょ
う。問合せ　清瀬消防署☎491・0119

これからの季節は火災に注意！
住宅火災を防止し、尊い命を守りましょう

防
災
訓
練
へ
参
加
す
る
こ
と
の
意
義

文
・
市
民
編
集
委
員　

片
寄
明
香
さ
ん

　期間中は、駅周辺での指導やチラシ
を配布し放置自転車防止を呼びかけま
す。自転車は、決められた場所に止め
ましょう。駅周辺には、一時利用（１
回100円）ができる駐輪場があります
ので、そちらをご利用ください。なお、
移送された自転車は清瀬市中里自転車
等保管場所でお預かりしていますの
で、引き取りをお願いします。なお、
移送料をいただく場合があります。
※自転車走行時は交通ルールを守り、
安全運転を心掛けましょう。
問合せ　道路交通課交通安全係☎497
・2096

　約10万本のひまわりを咲かせた「清瀬ひま
わりフェスティバル」を、8月20日～9月４
日までの期間で開催しました。期間中、ひま
わりを題材にした写真・写生コンテストを行
い、多数の応募のなかから、写真・写生作品
それぞれ10点が入賞作品に選ばれました。
　入賞作品は、生涯学習センター５階の展示
ホールに展示しますので、ぜひご覧ください。
　なお入賞者につきましては、市報11月1日
号に掲載します。
展示期間　10月22日㈯午後2時～10月30日㈰
午後5時（24日㈪は休館）
問合せ　産業振興課産業振興係☎497・2052

10月22日㈯～31日㈪

放置自転車クリーンキャンペーン 写真・写生コンテストの入選者が

決定、入賞作品の展示会も開催

清瀬ひまわりフェスティバル 清瀬市立科山荘親子体験ツアー

清瀬駅南口周辺会
場訓練実施マップ

平
成
29
年
度　

認
可
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育

所
・

学

童

ク

ラ

ブ

児

童

募 集①
認
可
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育

所
入
園
児
童
②
学
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童

対
象
　
①
就
労
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
が
家
庭
で

保
育
が
で
き
な
い
児
童（
12
月
１
日
㈭
か
ら
平
成

29
年
２
月
３
日
㈮
ま
で
に
出
産
予
定
の
方
は
、
申

込
み
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
入

園
保
留
の
方
で
平
成
29
年
度
も
入
園
希
望
の
方
は

再
申
込
み
が
必
要
で
す
）。
②
就
労
な
ど
に
よ
り
、

保
護
者
が
昼
間
家
に
い
な
い
、
小
学
１
年
か
ら
３

年
生
ま
で
の
児
童（
障
害
児
は
４
年
生
ま
で
）

申
込
書（
入
園
・
入
会
の
し
お
り
）配
布
　
10
月
28

日
か
ら
①
は
子
育
て
支
援
課
、
市
内
の
認
可
保
育

園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
所
、
松
山
・

野
塩
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

②
は
子
育
て
支
援
課
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
、
各
認
可

保
育
園（
２
歳
児
ま
で
の
園
を
除
く
）、
松
山
・
野

塩
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
配

布（
い
ず
れ
も
必
要
書
類
は
入
園
・
入
会
の
し
お

り
を
参
照
。
ど
ち
ら
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
保
育
料
滞
納
者
ま
た
は
育
成
料
滞
納
者
は
、
納

入
計
画
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
11
月
14
日
か
ら
11
月
28
日
ま

で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に

必
要
書
類
を
持
参
し
、
①
は
子
育
て
支
援
課
保
育

・
幼
稚
園
係
☎
497
・
２
０
８
６
へ
、
②
は
同
課
学

童
ク
ラ
ブ
係
☎
497
・
２
０
８
９
へ（
受
付
期
間
終

了
後
も
、
２
次
選
考
対
象
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
①
は
平
成
２９
年
２
月
１３
日
ま
で
、
②
は
平
成

29
年
２
月
２８
日
ま
で
で
す
）

　
「
起
業
」で
夢
を
カ
タ
チ
に
し
た
い
女
性
た
ち

が
、
ア
イ
レ
ッ
ク
で
出
展
す
る
フ
ェ
ス
タ
で
す
。

起
業
で
夢
を
カ
タ
チ
に
し
た
い
女
性
た
ち
３５
店
が

出
展
し
ま
す
。
カ
フ
ェ
・
グ
ル
メ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
開
催
予
定
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
27
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後
４
時

場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
495
・
７
０

０
２

女
性
起
業
応
援
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

沿
線
３
市
男
女
共
同
参
画
事
業

　ほうとう作り、りんご狩り、ものづくり、野外料
理づくりなど、親子で楽しめる体験ツアーです。先
着２５人（最少催行人数16人）。
日時　１１月19日㈯午前8時～20日㈰午後4時３０分ご
ろ
集合・解散　清瀬駅北口西友前
宿泊　清瀬市立科山荘（長野県北佐久郡立科町大字
芦田八ヶ野）
費用　大人２2,000円・小学生１8,000円・幼児１6,000
円（１泊４食付き、バス代・保険料・各体験料込み）
※清瀬市在住・在勤かつほうとう作りをされた方は、
2,000円の補助金があります（幼児の場合は1,590円）
※費用は、バス乗車時に添乗員にお支払ください（ク
レジットカード不可）。
申込み・問合せ　清瀬市立科山荘☎0267・51・2300

清
瀬
駅
方
面
→

新
小
金
井
街
道
方
面
→

←小金井街道方面
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消防費 10.2 億円

■小学校の運営
市民１人当たり9,116円
■中学校の運営
市民１人当たり8,510円
■図書館の運営
市民１人当たり3,438円

■ごみの処理
市民１人当たり
1万4,533円
■予防接種
市民１人当たり
2,000円

■消防活動の経費のために

■議会の運営費など

市民１人当たり 3 万 6,893 円

市民１人当たり 2 万 2,805 円

市民１人当たり 1 万 3,685 円

市民１人当たり 2 万 6,061 円

公債費 20.3 億円

■市が借りた市債の返済のため

市民１人当たり 2 万 7,339 円

教育費 27.4 億円

その他 19.4 億円

衛生費 17 億円

支出と収入の重要ポイントを解説

広
　
告
　
欄

　　　の状況をお知らせします
平成 27 年度 　市が行う仕事は、皆さんが納めた税金をはじめ、国や都の補助金、国・都などからの借入金などをもと

に行われています。平成27年度の決算の状況は、行政運営の基本的な事業を行うための「一般会計」と国
民健康保険などの特別な事業を行うための「特別会計」を合わせた歳入（収入）の決算額が、486億8,222万円、
歳出（支出） の決算額が、470億7,073万円 となりました。ここでは、平成27年度の一般会計でどのくらい
収入があり、どのようなことに使われたのかお知らせします。　　　  問合せ　財政課財政係☎497・1810

会計 歳入 歳出 差引額
一　般　会　計 294億4,922万円 283億4,604万円 11億317万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 101億597万円 99億1,510万円 1億9,087万円
下水道事業 12億3,605万円 12億1,946万円 1,659万円
駐車場事業 8,012万円 7,893万円 119万円
介護保険 61億3,611万円 58億4,349万円 2億9,262万円
後期高齢者医療 16億7,473万円 16億6,769万円 704万円
小計 192億3,300万円 187億2,468万円 5億831万円

合　計 486億8,222万円 470億7,073万円 16億1,149万円

一般会計・特別会計の決算状況
※
表
示
単
位
未
満
を
切
り
捨
て
し
て
い
る

た
め
、
各
数
値
の
合
計
等
が
一
致
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●一般会計……福祉、教育、道路整備などの基本的な行政サー
ビスを行うための会計のことです。
●特別会計……特定の目的のための会計で、保険料などの収入
は、その目的のための支出にしか充てることができません。清
瀬市には、左表のとおり、５つの特別会計があります。

 「一般会計」と「特別会計」	キーワード

市税 92.2 億円

国庫支出金
57.3 億円

都支出金
43.9 億円

地方交付税 38.7 億円

市債
14.2 億円

その他
48.2 億円

市民税・固定資
産税など

都からの補助金など

地域格差をな
くすため国が
交付するお金

国・都などか
ら借りたお金

使用料・手
数料など

決算額      294億4,922 万円
市民一人当たり 39万5,807円

歳入

31.3％

19.4％
14.9％

13.1％

4.8％
16.5％

国からの補助金など

民生費
154.9 億円

総務費
34.3 億円

教育費 27.4 億円

公債費 20.3 億円

衛生費 17 億円

福祉などに
かかる費用

市役所の運営など

教育活動に
かかる費用

市 債（ 借 金 ）返
済にかかる費用

健康、環境保全、
清掃などにかか
る費用

決算額 283億4,604 万円 市民一人当たり 38 万 980 円
歳出

消防費
10.2 億円

火災、地震な
どの災害から
市民を守るた
めの経費

その他
19.4 億円

目的別歳出 性質別歳出

54.6％

12.1％

9.7％

7.2％

6.0％
3.6％
6.8％

人件費 45.9 億円
職員の給与、社会
保険料など

16.2％
物件費
32.1 億円

物品の購入、光熱
水費、委託料など

11.3％

扶助費
100.5 億円

福祉などの手当・
給付にかかる費用

35.5％

繰出金
31.9 億円

一般会計から特
別会計に繰り出
されるお金

11.3％

補助費等
30.1 億円
市民団体への
補助費用など

10.6％

公債費 20.3 億円
市 債（ 借 金 ）の 返
済にかかる費用

7.2％

普通建設事業費 13.7 億円
公共施設の工事など
にかかる費用 4.8％

その他 9 億円

3.1％

　歳出（支出）の見
方として、使う目的
ごとに分類した「目
的別歳出」と、経済
的な性質ごとに分類
した「性質別歳出」
の２つがあります。
　目的別歳出は、ど
のような行政分野に
いくら使ったかを知
ることができます。
性質別歳出は、市の
財政運営や健全性、
市の施策を知ること
ができます。

「目的別歳出」と
「性質別歳出」

	キーワード
平成 27 年度の主要事業の執行状況

一般会計の内訳

▶安全で安心な潤いのあるまち
◉がん検診無料化を65歳以上から60歳以上
に拡充
がん検診の自己負担金免除の対象を65歳以
上から60歳以上へ拡充

2,488万円

◉成人歯科健診事業を実施
40・50・60・70歳を対象とした成人歯科健
診を実施

200万円

◉インフルエンザ予防接種費に対する助成
インフルエンザ予防接種の対象を第3子以
降から第2子以降に拡充

607万円

◉介護予防教室を拡充(介護保険特別会計）
カラオケを活用した脳トレ元気塾などを実施 1,851万円

◉消防団員装備品の充実
消防団員の防火衣、消防デジタル無線受令
機などの購入

2,939万円

◉第二中学校南校舎の大規模改造工事
老朽化した校舎を大規模改造

2億4,483
万円

◉小中学校体育館の非構造部材強化工事
（小学校5校、中学校2校）

小中学校体育館の天井照明などの補強
4,795万円

◉新庁舎建設に向け執務環境調査を実施
市民サービスと事務効率の向上を図るため
の執務環境調査を実施

907万円

▶活気あふれる交流の広がるまち
◉プレミアム付き商品券を発行
市内の商店などで使用できるプレミアム
付き商品券を発行

9,201万円

◉都市農地保全支援プロジェクトを実施
防災兼用井戸の設置などへの助成を実施 2,228万円

◉内山運動公園サッカー場などの改修工
事
内山運動公園サッカー場2面の人工芝全
面張替と夜間照明の増設工事

2億6,028
万円

▶豊かな自然環境と住環境が調和するまち
◉中里一丁目緑地用地購入
都市計画緑地である中里一丁目緑地の隣
接地域の一部を購入

8,506万円

◉学校施設の緑化を推進
清明小学校の運動場を芝生化 6,691万円

◉都市計画道路東3・4・17号線測量
たから幼稚園交差点から志木街道までの
区間の整備に向けての測量を実施

556万円

◉市道0108号線他12路線の道路整備工事
交通の基盤である道路の拡幅や損傷の激
しい舗装の整備を実施

2億4,145
万円

▶市民協働によるまちづくりの推進
◉きよせガイドブックを作成
清瀬の文化や歴史、特産などを紹介するガイ
ドブックを作成・販売

187万円

◉第4次清瀬市長期総合計画を策定
平成28年度を計画初年度とした第4次清瀬市
長期総合計画を策定

1,476万円

◉中央図書館に結核関連資料コーナーを設置
結核関連資料を古書も含めて収集し、結核資
料コーナーを新設

63万円

▶「人間性」を尊重し人をはぐくむまち
◉私立認可保育園施設整備補助
メリーポピンズ清瀬ルーム新設に係る施設整
備費を補助

1億1,391
万円

◉子育てクーポン事業を実施
市内で実施している子育てサービスに利用で
きる子育てクーポン券を発行

280万円

◉全小中学校で放課後補習事業を実施
市内全小・中学校の小学6年生、中学3年
生を対象に放課後補習事業を実施

1,999万円

◉赤ちゃんのチカラプロジェクトを実施
命を大切にする心を育む「命の教育」を市内
全小・中学校で推進

99万円

目的別歳出を
市民１人あたりの経費に置き換えると……

■保育園の運営
市民１人当たり36,064円
■学童クラブの運営
市民１人当たり2,066円
■児童センターの運営
市民１人当たり1,203円

■コミュニティバスの
運営など
市民１人当たり241円

市民１人当たり 20 万 8,137 円 市民１人当たり 4 万 6,061 円
民生費 154.9 億円 総務費 34.3 億円

※市民１人当たりの額は、市の決算額
を人口（7万4,403人、平成28年1月1
日現在）で割って算出しています。

性質別歳出を家庭の家計簿に置き換えると……
収入（＝歳入） 支出（＝性質別歳出）

■給与
　（基本給＋諸手当）

・基本給（市税）

・諸手当

■家賃収入
　（使用料・手数料）

■雑収入
■貯金の引き出し
　（繰入金）

■ローン（市債）

■前月（年）から
　の繰越（繰越金）

■日常経費（人件費）

■医療費・保育費
　（扶助費）

■ローンの返済
　（公債費）

■日用品・光熱費
　（物件費）

■自治会費（補助費等）

■子どもへの仕送り

■雑費（維持補修費など）

■家の増改築費
　（普通建設事業費）

■貯金（積立金）

34万3,275円

12万3,972円

21万9,303円

4,619円

6,344円

１万1,676円

1万9,071円

1万822円

6万1,709円

13万5,093円

2万7,339円

４万3,132円

4万425円

4万2,836円

659円

1万8,350円

1万1,437円

1万4,827円

6万1,664円

13万1,457円

2万8,537円

４万703円

3万7,550円

4万3,815円

756円

3万4,177円

1万3,224円

1万822円

34万1,268円

12万3,489円

21万7,779円

4,482円

6,506円

１万2,390円

2万7,725円

1万334円

平成27年度 平成27年度平成26年度 平成26年度

（国・都支出金地
方交付税など）

　合計　　　　39万5,807円　40万2,705円 　合計　　 　　38万980円　39万1,883円

（特別会計への繰出金）

来月（年）への繰り越し

　市財政の基本的収入である市税は、法人市民税の増加など
により、昨年度より約0.4億円増収の92.2億円となりました。
市民１人あたりの納めた額は12万3,972円で、使われたお金
は38万980円のため、支出した額全体の32.5％になります。
　多摩26市平均では、市民
１人あたりの納めた額が17
万665円で、使われた額は
37万157円のため、支出し
た額全体に対して税収の占
める割合が46.1％となって
います。清瀬市は他市に比
べ税収が少ない状況にあ
り、地方交付税や国・都か
らの補助金などで支出を賄
っています。

　道路の整備、学校の大規模改造などには多額の経費が必要
となるため、国や都、銀行などから市債として借り入れをし
ています。平成27年度は二中南校舎大規模改造や内山運動公
園サッカー場等の改修、臨時財政対策債などのために、総額
で14億1,900 万円の市債を発行しました。
　平成27年度末の市債の残高は下表のとおりで、全体では市
民1人あたり25万4,741円となっています。また、市の貯金
である基金は、積み立て額が取り崩し額を3億1,022万円上
回り、残高は36億317万円
となりましたが、市民1人
あたりでは4万8,428円で、
26市平均の7万2,992円と
比べると低い水準となって
います。公共施設の整備や
社会保障費など経常経費の
増額に対応するため、今後
も積極的に基金への積立を
行う必要があります。

　計画に基づいた行財政改革を着実に推
進するなど、効率的な行政運営に努めて
います。しかしながら、高齢化の進行な
どに伴う扶助費の増加により、義務的経
費（支出が義務付けられているお金で、
人件費、扶助費、公債費を合わせたもの）
は近年増加傾向にあります。
　義務的経費は、平成26年度と比較して、
私立保育園運営費や障害者自立支援給付
事業費などの扶助費が増加したことによ
り約1.9億円増額しました。この義務的
経費の増加が、市の財政課題となってい
ます。

1 人あたりの納税額と支出額

一般会計の借金は 189 億 5,352 万円

義務的経費は増

	ポイント１

	ポイント2

	ポイント3

一般会計決算

①

①

②

③

◆①～③の詳しい解説は、右記をご覧ください。

きよせ市報　平成28年10月15日号きよせ市報　平成28年10月15日号

清瀬市
市民一人当たり

多摩26市平均
市民一人当たり

0
5

10
15
20
25
30
35
40
（万円）

12 万
3,972 円

38 万 980 円

納めた
お金

使われ
たお金

納めた
お金

使われ
たお金

17 万
665 円

37 万 157 円

0
5
10
15
20
25
30
35

H27H26H25H24H23H22

205

（年度）

（億円） 各種基金残高（左目盛り）

29.929.9 32.932.918.118.1 16.516.5 22.422.4

市債借入残高（右目盛り）
（億円）

170
175
180
185
190
195
200

基金と市債の残高の推移

193.5193.5

202.2202.2

193.7193.7
189.5189.5

191.6191.6

202.2

193.5

40 210

36.036.0

400

450

500

550

600

H26H25H24H23H22H21H20

職員数 ( 左目盛り )

443

157.8

123.6 128.4

134.2 137.0137.0 147.7147.7

161.8
161.8

471471 452
434 430

（年度）

（人） （億円）

※職員数は各年度の４月１日現在です。

義務的経費

義務的経費と職員数の推移

150
155
160

145

110
115
120
125
130
135
140

154.1

427 440

( 右目盛り )

164.9

H27

625 165
170

166.8

435



628・10・15

①歌って健康！　歌声サロン
　懐かしい名曲の数々をプロによる
生演奏に合わせて歌ってみませんか。
日時　10月19日㈬午後2時～4時
費用　1,000円
②こども工作教室　わくわくハロウ

ィン！
　オバケの衣装を作ります。
対象　小学生以上。先着10人
日時　10月30日㈰午後2時～4時
材料費　500円
③三代目 桂春蝶 独演会　約束の海

～エルトゥールル号物語～
　日本とトルコの交友関係の始まり
とされる、軍艦エルトゥールル号遭
難の邦人救出劇にまつわる物語。
日時　10月28日㈮午後7時～（開場
は午後6時30分）
費用　前売り一般2,800円・友の会
2,500円・ペア4,500円、当日3,000円

（全席指定・未就学児入場不可）
④そうだじゅげむきこう
　和室で楽しむ落語会。椅子席もあ
ります。
日時　11月20日㈰午後2時～（開場
は1時30分）
出演　古今亭駒次、柳家わさび
費用　一般1,000円、小学生500円（全

席自由）
⑤ボニージャックスと歌おう！　歌

のひろば
　男声ボーカルグループの草分け的
存在、ボニージャックスのコンサー
ト。リクエストコーナーもあります。
日時　10月27日㈭午後２時～（開場
は午後1時30分）
出演　ボニージャックス
費用　前売り一般2,800円・友の会
2,500円、 当 日3,000円（ 全 席 指 定・
未就学児入場不可）
⑥清瀬けやき亭落語会
　真打の三遊亭天どんが、売り出し
中の若手三人と競演します。
日時　11月25日㈮午後7時～（開場
は午後6時30分）
出演　三遊亭天どん、春風亭正太郎、
瀧川鯉八、三遊亭わん丈
費用　一般1,800円、友の会1,500円、
小学生500円（全席自由、未就学児
入場不可）
申込み・問合せ　①は直接会場へ、
その他は直接または電話で清瀬けや
きホール☎493・4011へ

①0歳児の音楽教室
②リトミック教室
③ピアノ伴奏でうたごえひろば

　各先着16人。
日時　火曜コース＝10月11日・25日、
11月15日・29日、12月 6 日・20日、
木曜コース＝10月6日・20日、11月
10日・24日、12月1日・15日①午前
10時～10時45分②午前11時15分～正
午③午後1時30分～午後3時
費用　それぞれ1回に付き800円
④ひまわり将棋倶楽部
　自由に将棋を指していただく教室
です。先着12人。
日時　10月～12月の毎週火曜日午後
1時30分～4時
費用　300円（都度払い）
⑤ひまわり囲碁倶楽部
　スキルアップしながら仲間を増や
しませんか。先着16人。
日時　10月～12月の毎週水曜日午後
1時30分～4時（12月28日を除く）
費用　300円（都度払い）
申込み・問合せ　いずれも直接また
は電話でコミュニティプラザひまわ
り☎495・5100へ

◆無料体験ヨガ教室（無料体験１回）
対象　初めてまたは初級の方（シニ
ア大歓迎）
日時　毎週火曜日、ハタヨガ＝午後
１時～２時15分、リラックスヨガ＝
午後２時３０分～3時45分
◆無料健康麻雀教室
対象　麻雀が初めてまたは初級で全

５回参加できる方。先着20人
日時　10月17日から11月14日までの
毎週月曜日午前10時～正午
◆無料パソコン教室（Windows10）
対象　パソコンが初めてまたは初級
の方、Windows10が初めての方（シ
ニア大歓迎）。各月先着10人
日時　毎週土曜日午前10時～正午
※他に、無料タブレット教室、ビリ
ヤードなどの無料体験もあり。
申込み・問合せ　友遊（NPO法人情
報労連東京福祉センター）☎497・
8500へ

◆大型映像「銀河鉄道の夜」
　宮沢賢治の名作「銀河鉄道の夜」
の世界観を徹底考察し、鮮明に再現。
ドームいっぱいに広がる銀河のパノ
ラマ風景は、天空の汽車に乗車した
かのような夢の体験です。
上映時間　午後２時30分～（約40分）
費用　観覧券付入館券おとな1,000
円・４歳～高校生400円
※10月12日㈬から12月22日㈭までの
平日限定で、60歳以上の割引キャン
ペーンを実施中。
※10月17日・24日・31日は休館日。
問合せ　多摩六都科学館☎042・469
・6100

☆
催
し
物

ガ
ー
デ
ン
介
護
ま
つ
り

　

ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
お
気
軽
に
ご
来
所
く
だ
さ

い
。
１０
月
22
日
１０
時
～
１５
時
、
無
料
、
フ

ァ
イ
ン
ケ
ア
ガ
ー
デ
ン
清
瀬（
野
塩
三
丁

目
）、
フ
ァ
イ
ン
ケ
ア
ガ
ー
デ
ン
清
瀬
・
川

島
☎
497
・
７
８
７
８

市
民
伝
言
板

「
第
九
を
歌
お
う
in
き
よ
せ
」第
７

回
定
期
演
奏
会

　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九
他
を
歌
い
ま
す
。

年
末
の
ひ
と
時
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
12
月
18
日
14
時
開
演
、
清
瀬
け
や
き

ホ
ー
ル
、
999
円（
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
団
員
ま

た
は
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
に
て
）、
清
瀬
第

九
合
唱
団
・
星
☎
495
・
５
１
７
１

明
薬
祭
特
別
講
演
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

ー
の
薬
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
～
自
然

療
法
で
家
族
の
ケ
ア
を
～

　

講
師
は
日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会
常
任
理

事
・
熊
谷
千
津
氏
、
10
月
１５
日
13
時
～
14

時
30
分
、
明
治
薬
科
大
学（
野
塩
二
丁
目
）、

無
料
、
明
治
薬
科
大
学
広
報
課
☎
495
・
８

６
１
５

見
え
な
い
、
見
え
づ
ら
い
方
の
た

め
の
茶
話
会

　

毎
月
第
４
木
曜
日
開
催
。
視
覚
障
害
者

の
生
活
に
役
立
つ
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

10
月
27
日
・
11
月
24
日
・
１２
月
22
日
い
ず

れ
も
10
時
～
12
時
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

１
回
100
円（
茶
菓
代
）、
清
瀬
視
覚
障
害
者

グ
ル
ー
プ
あ
か
り
・
長
嶋
☎
080
・
１
１
４

５
・
８
６
１
９

東
星
学
園
第
５６
回
東
星
バ
ザ
ー

　

幼
稚
園
児
～
高
校
生
ま
で
、
学
園
全
体

で
一
致
団
結
、
盛
り
上
げ
ま
す
！　

雨
天

決
行（
た
だ
し
悪
天
候
の
場
合
は
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
）。10
月
30
日
10
時
～
14
時
30
分
、

東
星
学
園（
梅
園
三
丁
目
）、
無
料
、
学
校

法
人
東
星
学
園
・
渡
邊
☎
493
・
３
２
０
１

第
８
回
六
小
地
域
住
民
交
流
会「
う

め
の
た
け
ま
つ
り
」

　
「
近
く
の
他
人
に
な
ろ
う
」を
テ
ー
マ
に
、

模
擬
店
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
楽
し
い
お
祭
り

で
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。小
雨
決
行
。

10
月
30
日
10
時
～
14
時
、
六
小
、
無
料
、

清
瀬
市
六
小
地
区
自
治
会
連
合
会
・
林
☎

080
・
９
３
９
２
・
７
２
０
２

秋
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

阿
波
踊
り
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
フ
ラ
ダ

ン
ス
・
佐
東
明
美
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
他
、
市
内
産
野
菜
・
果
物
な
ど

の
販
売
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
も
行
い
ま
す
。
10
月
３０
日
10
時
～
19

時
、
ふ
れ
あ
い
ど
ー
り
及
び
石
井
パ
ー
キ

ン
グ
、
清
瀬
南
口
振
興
組
合
秋
ま
つ
り
実

行
委
員
会
・
小
糸
☎
491
・
１
０
５
７

地
域
ふ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

　

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
立
ち
寄
れ
る
地

域
ふ
ら
っ
と
サ
ロ
ン
で
す
。
ひ
き
立
て
の

コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
用
意
し
て
お
待
ち

し
ま
す
。
10
月
15
日
・
11
月
19
日（
毎
月
第

３
土
曜
日
）11
時
～
15
時
、
い
な
り
台
老
人

い
こ
い
の
家（
中
清
戸
五
丁
目
）、
100
円（
コ

ー
ヒ
ー
の
お
代
わ
り
は
一
杯
50
円
）、
茶
ど

こ
ろ
・
だ
ん
だ
ん
・
辻
☎
493
・
８
３
９
９

お
茶
わ
ん
リ
サ
イ
ク
ル

　

お
茶
碗
な
ど
の
陶
磁
器
で
再
使
用
可
能

な
食
器
を
回
収
し
販
売
し
ま
す
。
当
日
協
力

者
歓
迎
！　

短
時
間
で
も
可
。
10
月
１６
日

10
時
～
11
時
30
分（
回
収
）・
12
時
～
16
時

（
販
売
）、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
無
料
、
清

瀬
ご
み
と
も
だ
ち
・
松
山
☎
492
・
５
４
９
７

清
瀬
明
大
校
友
会

　

①
設
立
五
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
、
出

演
＝
明
治
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
明
治
大

学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
合
唱
団
駿
河
台

倶
楽
部
他
、
11
月
19
日
14
時
～（
開
場
は
13

時
30
分
）、
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、
999
円

②
第
４
回
多
摩
湖
一
周
12
㌔
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
11
月
26
日
９
時
３０
分
西
武
球
場
前
駅

改
札
集
合
、
雨
天
中
止
、
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
、
持
ち
物
は
携
帯
電
話
、
保
険
証
、

昼
食
、
参
加
費
300
円（
保
険
料
込
み
）、
申

込
み
は
11
月
15
日
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
左
記
②
へ
、
問
合
せ
①
中
村

☎
492
・
０
６
９
１
、
②
和
田
☎　

  

492
・
１

７
７
８

囲
碁
交
流
会

　

清
瀬
市
市
民
文
化
祭
に
参
加
し
、
囲
碁

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
本
年
度
は
将
来
、

女
性
の
み
の
囲
碁
ク
ラ
ブ
創
設
に
向
け
、

特
に
女
性
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
先
生
も
来
場
し
ま
す
の
で
、
女
性

の
初
・
中
級
者
の
方
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
11
月
５
日
・
６
日
、
清
瀬
け

や
き
ホ
ー
ル
、
無
料
、
清
瀬
囲
碁
連
盟
・

見
世
☎
495
・
８
２
９
０

第
４１
回
清
瀬
こ
ど
も
ま
つ
り

　

市
内
の
父
母
会
や
有
志
団
体
に
よ
る
手

作
り
の
お
ま
つ
り
で
す
。
無
料
の
お
店
多

数
！　

10
月
30
日
10
時
～
14
時
30
分
、
十

小
校
庭（
雨
天
時
は
体
育
館
）、
無
料
、
こ

ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
橋
本
☎
090
・

８
４
４
０
・
２
６
１
１

社
交
ダ
ン
ス

　

初
・
中
級
、
現
役
プ
ロ
の
先
生
が
、
基

本
を
中
心
に
ボ
デ
ィ
の
使
い
方
を
徹
底
的

に
レ
ッ
ス
ン
し
ま
す
。
見
学
や
体
験
入
会

歓
迎
し
ま
す
。
水
曜
14
時
～
15
時
30
分
、

竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
入
会
金
千
円

・
月
会
費
３
千
500
円
、
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

さ
ざ
ん
か
・
西
川
☎
491
・
１
３
１
９

健
康
太
極
拳

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
無
理
の
な
い
動
き
と

呼
吸
法
で
体
調
を
整
え
、
転
倒
予
防
・
健

康
維
持
の
た
め
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

火
曜
10
時
～
12
時
、
中
清
戸
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
、
月
会
費
２
千
500
円（
入
会
金
な

し
）、
楊
名
時
健
康
太
極
拳
・
金
子
☎
492
・

４
８
１
６

気
功
太
極
拳

　

楊
名
時
太
極
拳
を
中
心
に
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
動
作
と
呼
吸
で
心
と
体
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で

す
。
土
曜
10
時
～
11
時
30
分
、
竹
丘
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
、
月
会
費
３
千
円（
入
会
金

な
し
）、
気
功
太
極
拳
の
会
・
清
瀬
教
室
・

保
苅
☎
493
・
０
３
４
９

清
瀬
五
行
歌
会

　

感
じ
た
こ
と
、
見
た
こ
と
、
思
っ
た
こ

と
を
五
行
で
綴
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
心
を

豊
か
に
、
仲
間
作
り
に
何
歳
か
ら
で
も
始

め
ら
れ
ま
す
。
見
学
歓
迎
。
第
２
木
曜
14

時
～
16
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
年
会

費
500
円
・
参
加
費
千
円
、
清
瀬
五
行
歌
会

・
長
谷
川
☎
453
・
７
４
５
３

☆
サ
ー
ク
ル
仲
間
募
集

国
税
分
野
に
お
け
る
申
告
書
・
申
請
書
に

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

が

必

要

に

な

り

ま

す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
本
年
１
月
か

ら
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
税

は
平
成
28
年
分
か
ら
、
消
費
税
は
平
成

28
年
１
月
１
日
以
降
に
開
始
す
る
課
税

期
間
の
申
告
書
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け
る
際

に
は
、
な
り
す
ま
し
を
防
止
す
る
た
め

に
番
号
法
に
お
い
て
厳
格
な
本
人
確
認

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
人
確

認
に
は
、
申
告
書
な
ど
に
記
載
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
し
い
番
号
で
あ
る

こ
と
の「
番
号
確
認
」
と
、
申
告
書
な

ど
を
提
出
す
る
人
が
番
号
の
正
し
い
持

ち
主
で
あ
る
こ
と
の「
身
元
確
認
」
の

２
つ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
左
図
を
参

照
し
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は

写
し
の
添
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
便
利
な
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
を

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
電
子
証

明
書
が
格
納
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ｅ

︱
Ｔ
ａ
ｘ
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
ｅ
︱

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
し
た
場
合
に
は
、
本
人

確
認
書
類
を
別
途
提
出
す
る
必
要
が
な

く
、
大
変
便
利
で
す
。
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
で
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
有
効
期
間
内
で
あ
れ
ば
引

き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ　

東
村
山
税
務
署
☎
042
・
394
・

６
８
１
１
、
市
・
都
民
税
に
つ
い
て
は

課
税
課
市
民
税
係
☎
497
・
２
０
４
０

運転免許証
（有効なもの）

ま
た
は

パ ス ポ
ート（有
効 な も
の）

個人番号カードは両方の確認が可能！

マイナンバー確認用と本人確認用に、
それぞれ証明書が必要

マイナンバーの確認 本人の確認

通知カード、もしくはマイナ
ンバーが記載された住民票の
写し、または住民票記載事項
証明書（郵送による申請の場
合はその写し）

運転免許証、運転経歴証明書、パス
ポートなど顔写真付きの証明書。上
記の書類がない場合は、健康保険の
被保険者証と年金手帳など、２つ以
上の書類が必要です。

【
お
も
て
面
】
顔
写

真
・
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
性
別
が

記
載

【
裏
面
】
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載

な
ど

インフルエンザ（第2子
以降）の予防接種費用を
一 部 助 成 し ま す

　市に住民登録のある方
で、兄・姉が同一世帯に
１人以上いる生後６か月
から中学３年生相当の年
齢までの方を対象に、イ
ンフルエンザ予防接種費
用の一部助成を行いま
す。申込みは、はがきま
たは直接窓口（保護者の
身分を確認できるものを
持参）へ。詳細は市ホー
ムページまたは下記へお
問い合わせください。
申込み期間　10月17日か
ら平成29年１月31日まで
助 成 金 額　1回につき
2,000円（上限）
問合せ　健康推進課健康
推進係☎497・2075
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■
市
民
伝
言
板
利
用
案
内

　

12
月
１
日
号
掲
載
希
望
の
原
稿
は
、
10

月
17
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
11
月
１
日
ま

で
の
間
に
受
け
付
け
。
先
着
25
枠
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
☎
497

・
１
８
０
８　

491
・
８
６
０
０ 　

kouh
ou@city.kiyose.lg.jp

健
康
コ
ー
ナ
ー
は
８
面
へ
続
く

硬
式
テ
ニ
ス

▪
練
習
会　

月
・
水
曜
＝
内
山
運
動
公
園

コ
ー
ト（
Ｅ
・
Ｆ
）、
金
曜
と
第
３
・
４
日

曜
＝
中
央
公
園
コ
ー
ト
、
い
ず
れ
も
９
時

～
17
時
、
会
費
500
円（
会
員
は
400
円
）▪
壮

年
ダ
ブ
ル
ス
大
会
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

協
会
登
録
団
体
会
員
、
11
月
20
日（
予
備
日

27
日
）９
時
～
17
時
、
内
山
運
動
公
園
コ
ー

一
緒
に
色
え
ん
ぴ
つ
で
絵
を
描
き

ま
せ
ん
か
？

　

初
心
者
大
募
集
! !　

絵
が
描
け
な
い
人

の
た
め
に
元
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
先
生
が
コ

ツ
や
技
術
を
く
り
返
し
優
し
く
伝
え
ま
す
。

水
・
土
曜
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
水
曜

＝
松
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
土
曜
＝
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
１
回
に
付
き
500
円
、

色
え
ん
ぴ
つ
倶
楽
部
・
山
川
☎
080
・
９
７

７
９
・
２
７
４
６

空
手
道

　

礼
儀
を
重
ん
じ
集
中
力
・
基
礎
体
力
を

付
け
、
精
神
修
行
の
場
と
し
て
楽
し
く
始

め
て
強
く
な
ろ
う
！
４
歳
以
上
、
１
日
無

料
体
験
あ
り
。
火
・
木
曜
18
時
～
19
時
30

分（
幼
児
・
小
学
生
）、20
時
～
21
時
30
分（
中

学
生
以
上
）、中
里
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー（
火

曜
）・
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー（
木
曜
）、

清
瀬
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

　

ヘ
タ
で
も
い
い
。
気
軽
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
市
の
文
化
祭
に
会
員
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
当
日
絵
手
紙
体
験
が
で
き
ま

す
。
第
２
水
曜
９
時
３０
分
～
11
時
30
分
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
年
会
費
８
千
円（
途

中
入
会
は
月
割
り
）、
清
瀬
絵
手
紙
サ
ー
ク

ル
・
福
島
☎
492
・
７
７
７
５

月
会
費
３
千
500
円
、
士
道
館
清
瀬
支
部
・

氷
見
☎
080
・
６
５
１
３
・
２
９
２
８

ト
、
参
加
費
千
300
円（
会
員
は
千
円
）、
申

込
み
は
11
月
12
日
ま
で
に
必
要
事
項（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

https://www.facebook.
com

/kiyosetennis/

を
参
照
）を
記
入
し
、

役
員
に
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
〒
204
・
０
０
２
２
松
山
１
─
37

─
１
─
301　

清
瀬
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

・
今
野
☎
・　

493
・
７
７
９
１  　

kiyote
ni_1980

＠ac.auone-net.jp

へ

　

11
月
６
日
㈰
午
前
９
時
か
ら
市

内
全
域
で
一
斉
清
掃
を
行
い
ま

す
。

　

集
め
た
ご
み
は
、
分
別
し
て
臨

時
集
積
所（
左
表
参
照
）
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
臨
時
集
積
所
に
来

ら
れ
な
い
場
合
は
、
一
斉
清
掃
専

用
の
袋
で
分
別
し
て
通
常
の
収
集

日
に
ご
み
集
積
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
家
庭
ご
み
・
事
業

系
の
ご
み
・
粗
大
ご
み
な
ど
は
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

専
用
の
袋
は
10
月
24
日
㈪
～
11

月
４
日
㈮
、
ご
み
減
量
推
進
課
、

市
民
課
、
松
山
・
野
塩
出
張
所
で

配
布
し
ま
す
。

　

当
日
、
臨
時
集
積
所
で
は
参
加

団
体
名
と
人
数
を
確
認
し
ま
す
。

臨
時
集
積
所
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
は
翌
日
以
降
に
電
話
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
緑
地
や
河
川
の
清
掃
に
も
ご
協

　
力
く
だ
さ
い

　

柳
瀬
川
や
御
殿
山
緑
地
保
全
地

域
の
清
掃
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所
・
時
間
　
柳
瀬
川
＝
下

宿
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
御
殿
山

＝
八
小
側
の
緑
地
入
口
、
い
ず
れ

も
午
前
９
時
集
合

問
合
せ
　
ご
み
減
量
推
進
課
☎
493

・
３
７
５
０　

臨時集積所 所 在 地
アミュービル前 元町1-2-11
芝山小学校正門 元町2-16-8

郷土博物館 上清戸
2-6-41

第十小学校正門 中清戸
1-454-14

第五中学校正門 中清戸
3-258-1

清瀬薬師前歩道 下清戸1-346
旭清館道場前 下清戸5-857

ごみ減量推進課 下宿2-553
旭が丘老人

いこいの家前 旭が丘2-5-4

第四小学校西門 中里2-1471
中里山戸広場 中里3-966-1

市役所 中里5-842
野塩地域市民

センター 野塩1-322-2

第四中学校正門 野塩3-2-3

前原橋脇 野塩 4・
5 丁目境

松山地域市民
センター 松山2-6-25

竹丘公園 竹丘3-691-6
第六小学校正門 梅園2-9-45

市
内
一
斉
清
掃
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

一

日

ど

う

ぶ

つ

村

日
時
　
10
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～

11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
～
２

時（
雨
天
延
期
・
延
期
日
は
後
日

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
）

場
所
　
神
山
公
園

※
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
は
10
分
ご

と
に
入
れ
替
え
。
午
前
と
午
後
に

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

※
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
の
み
要
事
前

予
約（
４
歳
～
小
学
３
年
生
ま

で
）。
申
込
み
は
10
月
15
日
～
29

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
火
曜

日
休
館
）に
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布（
午
前
・
午
後

各
先
着
80
人
）。
午
前
・
午
後
の

部
の
ど
ち
ら
か
１
人
１
回
の
み
の

申
込
み
と
な
り
ま
す
。申
込
者
は
、

乗
馬
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
当
日
は
午
後
５
時
ま
で
、
お
も

ち
ゃ
の
貸
し
出
し
や
卓
球
利
用
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
工
作
室
・
学
習
室
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
ル
ー
ム
・
バ
ン
ド
ル
ー
ム

は
終
日
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
495
・

７
７
０
０

い
き
い
き
ハ
イ
キ
ン
グ

１０

キ

ロ

コ

ー

ス

　

西
武
池
袋
線
高
麗
駅
か
ら
高
麗

神
社
・
聖
天
院
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

対
象
　
運
動
制
限
が
な
く
、
日
ご

ろ
か
ら
継
続
的
に
散
歩
な
ど
の
運

動
を
し
て
い
る
方

日
時
　
10
月
25
日
㈫
午
前
９
時
～

（
出
発
は
午
前
９
時
25
分
）、
集
合

＝
清
瀬
駅
北
口
連
絡
通
路
、
解
散

＝
高
麗
駅
前

費
用
　
50
円（
保
険
料
・
運
営
費

な
ど
。交
通
費
は
別
途
自
己
負
担
）

持
ち
物
　
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具

・
ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
と

靴※
直
接
集
合
場
所
へ
。

問
合
せ
　
健
康
づ
く
り
推
進
員
・

松
尾
☎
492
・
４
７
４
８

医
師
に
よ
る
講
演
会
「
医
療

機
関
の
か
か
り
方
・
選
び
方
」

対
象
　
清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
。
先
着
60
人

日
時
　
11
月
16
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所
　
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

講
師
　
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床

研
修
科
医
長　

尾
藤
誠
司
氏

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
健
康

推
進
課
健
康
推
進
係
☎
497
・
２
０

７
６
へ

多

摩

六

都

フ

ェ

ア 

「
第
29
回
多
摩
北
部 

５

市

美

術

家

展

」

　

圏
域
５
市（
清
瀬
市
・
小
平
市

・
東
村
山
市
・
東
久
留
米
市
・
西

東
京
市
）を
代
表
す
る
著
名
な
美

術
家
の
展
覧
会
で
す
。

　

主
催
は
多
摩
北
部
都
市
広
域
行

政
圏
協
議
会
、
企
画
運
営
は
圏
域

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０

１
６
「
市
内
文
化
財
探
訪
」

　
「
中
里
の
富
士
塚
」
な
ど
の
文

化
財
を
、
学
芸
員
の
解
説
の
も
と

歩
い
て
巡
り
ま
す
。
先
着
20
人
。

日
時
　
10
月
29
日
㈯
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時

場
所
　
集
合
・
解
散
と
も
郷
土

博
物
館

講
師
　
郷
土
博
物
館
学
芸
員

申
込
み
・
問
合
せ
　
10
月
15
日
か

ら
電
話
で
郷
土
博
物
館
☎
493
・
８

５
８
５
へ

九

都

県

市

エ

コ 

ド

ラ

イ

ブ

講

習

会

対
象
　
九
都
県
市
内（
九
都
県
市

＝
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
東
京
都
・

神
奈
川
県
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・

千
葉
市
・
さ
い
た
ま
市
・
相
模
原

市
）に
在
住
・
在
勤
の
方
ま
た
は

Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員
の
方
で
、
か
つ
普
通

自
動
車
の
運
転
免
許
を
所
有
し
て

運
転
歴
１
年
以
上
の
方（
失
効
・

免
停
中
で
は
な
い
こ
と
）。
定
員

21
人
。

日
時
　
11
月
15
日
㈫
午
後
１
時
～

５
時

場
所
　
東
久
留
米
自
動
車
教
習
所

費
用
　
千
28
円

※
実
車
講
習
実
施
の
た
め
、
九
都

県
市
で
傷
害
保
険
に
加
入
。

申
込
み
　
募
集
ち
ら
し（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク

ス
で
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車

連
盟
東
京
支
部　

０３
・
５
４
４
０

・
２
５
６
３
へ

問
合
せ
　
同
連
盟
☎
03
・
６
８
３

３
・
９
１
３
０

清
瀬
市
民
活
動
の
会 

第

13

回

バ

ザ

ー

日
時
　
10
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
２
時

場
所
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
。
収
益
は
市
民
活

動
支
援
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
清
瀬
市
民

活
動
の
会
☎
491
・
９
０
２
７

企
業
人
の
ま
ち
づ
く
り

懇

談

会

　

企
業
で
働
く
市
民
の
つ
な
が
り

を
作
り
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
と

社
会
貢
献
を
考
え
ま
す
。

日
時
　
10
月
23
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時

場
所
　
児
童
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
社
会

福
祉
協
議
会
☎
495
・
５
３
３
３
へ

ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
デ
ザ 

イ
ン
Ｘ
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　

ビ
ー
ズ
で
飾
る
モ
ダ
ン
リ
ー

ス
。

日
時　

11
月
11
日
㈮
午
後
１
時
～

４
時

場
所
　
中
里
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ
　
直
接
窓
口
ま

た
は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
494
・

７
５
１
１
へ

第
24
回
清
瀬
で
も
英
語 

し

ゃ

べ

ら

ん

会

　
「
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
ｓ 

ｆ
ｒ

ｏ
ｍ 

ａ
ｌ
ｌ 

ｏ
ｖ
ｅ
ｒ 

ｔ
ｈ
ｅ   

ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
」を
テ
ー
マ
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
29
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師
　
デ
ズ
モ
ン
ド
・
ト
マ
ス
・

ベ
ル
氏
、
ス
タ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ

相
続
税
の
基
礎
講
習
会

　

税
理
士
に
よ
る
講
義
で
相
続
税

の
基
礎
が
学
べ
ま
す
。先
着
50
人
。

日
時
　
11
月
22
日
㈫
午
前
10
時
～

正
午

場
所
　
東
村
山
青
色
申
告
会（
東

村
山
市
本
町
三
丁
目
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
・
電
卓

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
一
般

社
団
法
人
東
村
山
青
色
申
告
会
☎

042
・
394
・
４
５
２
３
へ

犯
罪
被
害
者
支
援
講
演
会

日
時
　
10
月
27
日
㈭
午
後
２
時
～

３
時（
受
け
付
け
開
始
は
午
後
１

時
30
分
）

空

掘

川

の

清

掃

日
時
　
10
月
18
日
㈫
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分（
雨
天
時
は
10
月

22
日
㈯
に
順
延
）

集
合
場
所
　
空
堀
川
梅
坂
橋
親
水

階
段
前

持
ち
物
　
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長

靴
・
飲
み
物

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
川
づ
く
り
・
清
瀬
の
会

☎
491
・
３
６
１
６

無

料

調

停

相

談

会

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
、
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
11
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

場
所
　
武
蔵
野
公
会
堂（
武
蔵
野

市
吉
祥
寺
南
町
一
丁
目
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
東
京
家
事
調
停
協
会
☎

　

03
・
３
５
０
２
・
８
８
２
２（
午

前
10
時
～
午
後
４
時
）

美
術
家
展
実
行
委
員
会
で
実
施
。

日
時
　
11
月
15
日
㈫
～
11
月
20
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
６
時（
20
日

㈰
は
午
後
５
時
ま
で
）

場
所
　
東
村
山
市
立
中
央
公
民
館

（
東
村
山
市
本
町
二
丁
目
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
東
村
山
市
立
中
央
公
民

館
☎
042
・
395
・
７
５
１
１

合
同
就
職
面
接
会
in
清
瀬

　

面
接
を
希
望
す
る
企
業
分
の
履

歴
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
25
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時（
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30

分
～
３
時
ま
で
）

場
所
　
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

※
直
接
会
場
へ
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
東
京

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
☎
042
・
329

・
４
５
２
４

パ
ソ
コ
ン
講
習
～
エ
ク
セ
ル
＆

ワ
ー
ド
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
２
～

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
て
る
方
。
定
員
20
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

特
定
健
康
診
査
・
後
期

高
齢
者
医
療
健
康
診
査

対
象
　
40
歳
以
上
の
清
瀬
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
加
入
者
で
２
・
３
月

生
ま
れ
の
方

受
診
月
　
11
月

場
所
　
市
内
指
定
医
療
機
関

※
対
象
の
方
に
は
、
10
月
中
旬
に

受
診
案
内
や
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。
詳
し
く
は
受
診
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
健
康
推
進
課
健
康
推
進

係
☎
497
・
２
０
７
６

場
所
　
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

講
師
　
公
益
社
団
法
人　

被
害
者

支
援
都
民
セ
ン
タ
ー
犯
罪
被
害
者

自
助
グ
ル
ー
プ　

伊
藤
秀
子
氏

問
合
せ
　
東
村
山
警
察
署
☎
042
・

393
・
０
１
１
０

ー
ガ
ー
氏

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
　
清
瀬
国
際
交
流
会
・
八

重
樫
☎
090
・
８
３
１
５
・
５
９
５

２

日
時
　
11
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬
・

29
日
㈫
・
30
日
㈬
午
後
１
時
～
４

時場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

費
用
　
千
円

申
込
み
・
問
合
せ
　
10
月
21
日（
当

日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒
204-

０
０
２
１
元
町

１
―
２
―
11　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
☎
495
・
７
０
０
１
へ



828・10・15

名称 日時 場所 問合せ・申込み

市
民
相
談

法律相談 ２日㈬・9日㈬・16日㈬・30日㈬
午後１時～４時30分

　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

秘書広報課広報広聴
係☎497・1808

※市内在住・在勤・
在学の方対象。
※10月17日午 前 8 時
30分から受け付け開
始。

不動産取引相談
２日㈬午前９時30分～11時30分土地建物登記（表示）・測

量相談
人権身の上相談 ２日㈬午後１時～３時
年金・労働相談

９日㈬午前９時30分～11時30分防犯（犯罪被害者支援な
ども含む）相談
登記（相続・遺言）相談 ９日㈬午後１時～３時30分
税務相談 16日㈬午前９時30分～11時30分相続・暮らしの手続相談
行政苦情相談 16日㈬午後１時～３時
交通事故相談 30日㈬午後１時～３時30分

       母子・父子・女性相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時

生活福祉課
☎492・5111（代表）

                子ども家庭相談 毎日（火曜日を除く）
午前９時～午後５時

子ども家庭支援センター
☎495・7701

                 教育相談 毎週火～土曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

教 育
相談セ
ンター

教育相談室
☎493・3526

（☎493・4122）
※電話予約は午前９
時から受け付け。

ア  
イ
レ
ッ
ク
相
談

一般相談
１日㈫・11日㈮・15日㈫・25日㈮
・29日㈫ 午 前10時 ～ 午 後 ４ 時、
17日㈭午前10時～午後９時

男女共同参画センター（アイレ
ック）☎495・7002
※電話予約は平日午前8時
30分～午後５時。
※保育あり。（要予約）

DV相談
２日㈬・９日㈬・10日㈭・16日㈬
・24日㈭・30日㈬ 午 前10時 ～ 午
後４時

働き方サポート相談 ４日㈮・1８日㈮午前10時～午後
４時

法律相談 ８日㈫・22日㈫午後２時～４時

              　消費生活相談
毎週月～金曜日午前10時～午後
４時（正午～午後１時と祝日を除
く）

消費生活センター
☎495・6212

         清瀬・ハローワーク就職
情報室

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

クレア
ビル

（４階） 

清 瀬・ハローワーク
就職情報室
☎494・8609

＝要予約 ＝直接会場へ ＝電話相談

事業名 対象・内容など 日時 場所 　申込み・
問合せ

　 食 生
活相談 

　生活習慣病予防や高齢期の食事の相談を
行います。
対象　市内在住で30歳以上の方とその家族
持ち物　健康手帳（お持ちでない方は、随
時発行します） 

11月 ２ 日 ㈬
午 後 ２ 時 ～
４時30分 健

康
セ
ン
タ
ー

健康推進課保
健サービス係
☎ 497・2077
へ

　 乳 幼
児 救 急
講座

　ＡＥＤの使い方など、いざ！ というときの
子供の応急処置を学びます。
対象　３歳位までの乳幼児の保護者・妊娠
中の方。先着25人
持ち物　母子健康手帳・『東京防災』（お持
ちの方）・子ども連れの方はお出かけグッズ

11月16日 ㈬
午 前 ９ 時30
分 ～ 11時30
分

10月17日 か ら
電話で健康推
進課保健サー
ビ ス 係 ☎497
・2077へ

　 高 齢
者インフ
ル エ ン
ザ 予 防
接 種 費
用 の 一
部助成

対象　市内在住で接種日現在65歳以上の
方、または60～64歳の方で心臓・腎臓・呼
吸器機能などに障害（１級）をお持ちの方
費用　２500円
※生活保護世帯・中国残留邦人等支援給付
対象の方は証明書を提出すれば無料。60～
64歳の方で内部傷害１級の方は傷害手帳の
写しを提出してください。

10月15日 ㈯
～ 12月28日
㈬

市
内
実
施
医
療
機
関

申込みは所定
の 医 療 機 関
へ。問合せは
健康推進課健
康 推 進 係 ☎
497・2075

ふ

れ

あ

い

ま

つ

り 

中

止

の

お

知

ら

せ

　

毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
き
よ
せ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」は
、

街
路
灯
電
気
料
の
助
成

　

自
治
会
な
ど
で
設
置
し
て
い
る

街
路
灯
の
電
気
料（
３
月
～
９
月

分
）の
補
助
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
市
役
所
に
お
届
け
い
た
だ
い

て
い
る
代
表
者
の
方
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。
申
請
書
が
届
か
な

い
方
や
新
た
に
申
請
を
す
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
11
月
４
日
ま

で
に
直
接
道
路
交
通
課
交
通
安
全

係
☎
497
・
２
０
９
６
へ

油
・
断
・
快
適
！
～
下
水
道

に
油
を
流
さ
な
い
で
！
～

　

キ
ッ
チ
ン
か
ら
流
れ
た
油
は
、

下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
悪
臭
、
水

質
汚
染
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
鍋
や
食
器
に
付
い
た
油
汚
れ

は
、
洗
う
前
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ

う
。
こ
の
行
動
が
良
好
な
水
環
境

の
再
生
・
創
造
に
つ
な
が
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
　
10
月
31
日

㈪
ま
で

問
合
せ
　
東
京
都
下
水
道
局
☎
03

・
５
３
２
０
・
６
５
１
５　

市（
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
）へ

　

匿
名
様（
１
件
）（
２
万
円
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

伊
藤
裕
之
様（
10
万
円
）、
匿

名
様（
２
件
）千
334
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

い
ず
れ
も
先
着
順
。

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環 

組
合
入
札
参
加
申
請
の
受
付

　

平
成
29
・
30
年
度
の
工
事
・
物

品
買
い
入
れ
な
ど
の
入
札
参
加
申

平成28年
10月１日現在

◆人口 （ ）内は前月比
男　36,003人
             　（1人増）
女　38,508人
             　（14人増）
計　74,511人
　　　　（15人増）

◆世帯数 （ ）内は前月比
34,668世帯
　　　（17世帯増）

※人口は、外国人
住民（1,141人）を含
みます。
問合せ　市民課住
民係☎497・2037

清

瀬

教

育

の

日

　

子
供
の
健
全
育
成
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
は
、
地
域
・
保
護
者
・

学
校
の
協
働
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
各
学
校
の
教
育
活
動
や

日
々
の
授
業
の
様
子
に
つ
い
て
地

域
や
保
護
者
の
方
々
に
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
学

校
で
一
斉
に
学
校
公
開
を
行
い
ま

す
。

予＝要予約　直＝直接会場へ

　
　

き
よ
せ
健
幸
塾

―
伸
ば
そ
う
！ 

健
幸
寿
命「
歩
く

　
バ
ラ
ン
ス
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
セ

　
ミ
ナ
ー
」

　

３
Ｄ
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
歩
き
方

の
測
定
・
評
価
・
分
析
を
し
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
・
フ
ッ
ト
ケ
ア
な
ど

の
実
技
を
行
い
ま
す
。
安
全
に
正

し
く
歩
く
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
住
民
票
を
有
す
る

方
。
先
着
各
40
人（
計
80
人
）

日
時
　
11
月
12
日
㈯
①
午
前
10
時

～
11
時
30
分
②
午
後
１
時
30
分
～

３
時

場
所
　
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

※
健
幸
ポ
イ
ン
ト
対
象
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
電
話
で
健
康

高
齢
者
ケ
ア
ク
ッ
キ
ン

グ

～

食

べ

や

す

い 

料
理
を
作
る
コ
ツ
！
～

　

食
事
ケ
ア
を
学
び
な
が
ら
食
べ

や
す
い
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
市
内
に
在
住
で
高
齢
者
の

食
事
ケ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
。
先

着
20
人

日
時
　
11
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
１
時

場
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師
　
栄
養
士　

松
村
信
子
氏

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
頭
を
覆
う

も
の
・
手
拭
き
タ
オ
ル

費
用
　
600
円

申
込
み
・
問
合
せ
　
10
月
17
日
か

ら
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話
で
健
康

推
進
課
保
健
サ
ー
ビ
ス
係
☎
497
・

２
０
７
７
へ

11

―
沖
縄
で
女
性
へ
の
暴
力
に
立
ち

　
向
か
う
―

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
何

を
怖
れ
る
」（
松
井
久
子
監
督
）の

出
演
者
３
人
を
講
師
に
迎
え
ま

す
。
今
回
は
３
回
講
演
の
う
ち
の

第
１
回
目
で
す
。
先
着
40
人
。

日
時
　
11
月
19
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時

場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

講
師
　
高
里
鈴
代
氏

※
直
接
会
場
へ
。
保
育
を
ご
希
望

の
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
６
か
月
～
就
学
前
、

先
着
10
人
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
10
月
18
日（
土

・
日
曜
日
を
除
く
平
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
）か
ら
に
電
話
で
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
495
・

７
０
０
２
へ

 

第
１
回
高
里
鈴
代
さ
ん
講
演
会

市
営
駐
輪
場
定
期
利
用
者

　

清
瀬
駅
北
口
第
２
・
第
３
駐
輪

場
、
秋
津
駅
南
口
・
北
口
駐
輪
場

の
定
期
利
用
を
現
地
受
け
付
け
し

ま
す
。
管
理
人
常
駐
時
間
は
平
日

午
前
６
時
30
分
～
午
後
６
時
30

分
、バ
イ
ク
は
125
㏄
ま
で
可
。（
清

瀬
駅
北
口
第
２
駐
輪
場
は
土
・
日
、

推
進
課
健
康
推
進
係
☎
497
・
２
０

７
６
へ

祝
日
も
午
前
11
時
30
分
ま
で
常

駐
、
バ
イ
ク
は
50
㏄
ま
で
）

費
用
　
自
転
車
は
一
般
＝
６
か
月

７
千
200
円
・
１
年
１
万
４
千
円
、

学
生
＝
６
か
月
５
千
円
・
１
年
１

万
円
。
バ
イ
ク
は
一
般
・
学
生
と

も
６
か
月
１
万
２
千
円
・
１
年
２

万
４
千
円（
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
自
転
車
の
み
半
額
）

持
ち
物
　
利
用
料
金
、
割
引
の
適

用
を
受
け
る
方
は
学
生
証
も
し
く

は
障
害
者
手
帳

問
合
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
☎
494
・
０
９
０
３

「
き
よ
バ
ス
」
の
迂
回
と
停

留
所
仮
移
設
の
お
知
ら
せ

　

左
記
の
期
間
、
上
下
水
道
管
工

事
を
行
う
た
め
、「
き
よ
バ
ス
」

の
運
行
経
路
は
一
部
で
迂
回
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
停
留
所「
明
治

薬
科
大
学
」が
仮
移
設
さ
れ
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

迂
回
・
移
設
期
間
　
10
月
上
旬
か

ら
11
月
下
旬
ま
で（
予
定
）

仮
移
設
場
所
　
明
治
薬
科
大
学
正

門
か
ら
西
側
約
60
㍍
の
位
置（
左

図
参
照
）

☆
さ
し
あ
げ
ま
す（
無
料
）

　

金
魚
用
水
槽
・
七
宝
焼
き
の
絵

の
具
・
ス
キ
ー
キ
ャ
リ
ア
・
ホ
ビ

ー
バ
イ
ク（
女
児
用
）、
ロ
ッ
キ

ン
グ
チ
ェ
ア

☆
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い（
無
料
）

　

カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ（
童
謡
な
ど

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
付
き
）・
パ

ソ
コ
ン（
ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
以

降
）、
猫
用
ケ
ー
ジ

※
９
月
末
時
点
の
情
報
の
た
め
、

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
登
録
・
掲

載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
10
月
17
日
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎
495
・
６
２
１
１
へ

 「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
生
き
る
」シ
リ
ー
ズ
講
座

第
９
回
健
康
大
学
講
演
会

―
健
康
な
生
活
と
口
の
関
係

日
時
　
11
月
４
日
㈮
午
後
２
時
～

３
時
30
分（
受
け
付
け
は
午
後
１

時
30
分
～
）

場
所
　
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師
　
か
と
う
デ
ン
タ
ル
ケ
ア
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長　

加
藤
淳
氏

※
直
接
会
場
へ（
定
員
100
人
程

度
）。
健
康
大
学
に
申
込
ま
れ
て

い
な
い
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
健
康
推
進
課
保
健
サ
ー

ビ
ス
係
☎
497
・
２
０
７
７

直

明治薬科大学

コンビニ

都営清瀬野塩
アパート 16 号棟

都営清瀬野塩
アパート 17 号棟

迂回路

通常のルート

現在のバス停

バス停の仮移設先

問
合
せ
　
工
事
関
係
＝
株
式
会
社

三
浦
建
設
☎
04
・
２
９
４
９
・
９

５
４
５
、「
き
よ
バ
ス
」
運
行
関

係
＝
西
武
バ
ス
新
座
営
業
所
☎
048

・
481
・
２
５
２
５
、
市
担
当
＝
道

路
交
通
課
交
通
安
全
係
☎
497
・
２

０
９
６

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
20
日
㈭
～
11
月

２
日
㈬

※
申
込
み
は
、
左
記
期
間
内
に
郵

送（
宅
配
便
も
含
む
）
で
、
〒
190

―
０
１
８
１
西
多
摩
郡
日
の
出
町

大
字
大
久
野
７
６
４
２
番
地　

東

京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
総
務

課
契
約
担
当
へ
。
詳
し
く
は
同
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
wwww.tam

a-junkankum
iai.

com
/industrial/index.htm

l

問
合
せ
　
東
京
た
ま
広
域
資
源
循

環
組
合
☎
042
・
597
・
６
１
５
１

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
各
学
校
の

授
業
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１０
月
２０
日
㈭
～
２２
日
㈯

場
所
　
市
立
小
中
学
校

※
詳
細
は
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
指
導
課
指
導
主
事
☎
497

・
２
５
５
２

開
催
場
所
で
あ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
ひ
ま
わ
り
」が
全
館
改

修
工
事
中
の
た
め
、
今
年
度
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
　
清
瀬
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
495
・
５
３
３
３


